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皆
さ
ん
は
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
カ
ー
ビ
ン

グ
」
と
か
「
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
ア
ー
ト
」
と

い
っ
た
言
葉
を
耳
に
さ
れ
た
事
は
あ
り
ま

す
か
？
こ
れ
は
木
を
切
る
道
具
で
あ
る
チ

ェ
ン
ソ
ー
を
駆
使
し
て
、
木
に
様
々
な
細

工
や
彫
刻
を
施
し
て
い
く
も
の
で
す
。
私

た
ち
「
高
取
チ
ェ
ン
ソ
ーC

L
U
B

」
は
、

こ
よ
な
く
木
を
愛
し
森
林
を
守
り
た
い
と

願
う
者
た
ち
が
、
曲
が
り
材
や
間
伐
材
な

ど
森
に
置
き
去
り
に
さ
れ
る
木
々
た
ち

に
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
カ
ー
ビ
ン
グ
を
通
し
て

息
吹
を
吹
き
込
み
再
び
光
を
当
て
る
と
共

に
、
作
品
を
通
し
て
木
の
Ｐ
Ｒ
や
森
林
環

境
の
保
全
の
た
め
に
一
役
が
担
え
な
い
か

と
頑
張
っ
て
い
るC

L
U
B

で
す
。
毎
月
の

定
例
練
習
会
を
は
じ
め
、
積
極
的
に
地
域

イ
ベ
ン
ト
や
競
技
会
へ
参
加
し
、
裾
野
を

広
げ
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま
す
。 

活
動
の
中
で
、
私
た
ち
カ
ー
バ
ー
（
カ

ー
ビ
ン
グ
を
す
る
人
）
に
と
っ
て
木
材
は

大
切
な
材
料
あ
る
と
共
に
大
切
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
、
日
々
木
と
向
か
い
合
い
対
話
し
、

息
吹
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
ん
な

木
材
を
育
ん
で
い
る
森
に
「
感
謝
し
、
還

元
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、
全
国

の
カ
ー
バ
ー
に
呼
び
か
け
「
森
の
感
謝
祭

in
 

た
か
と
り
」
と
銘
打
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
６
回

目
を
迎
え
る
今
年
は
、
１０
月
３０
日
〜
11

月
１
日
の
３
日
間
、
多
賀
町
「
高
取
山
ふ

れ
あ
い
公
園
」
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
「
森
の
感
謝
祭
」
で
は
、
『
森
に
、
人

に
、
地
域
に
感
謝
し
、
森
に
、
人
に
、
地

域
に
還
元
す
る
』
を
最
大
の
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
こ
の
思
い
に
共
感
し
た
カ
ー
バ
ー
が

全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
強
者
カ
ー

バ
ー
た
ち
が
彫
刻
し
た
ア
ー
ト
ベ
ン
チ
は

県
内
の
公
共
的
施
設
へ
寄
付
し
ま
す
。
ま

た
、
開
催
期
間
中
に
作
成
し
た
作
品
は
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
販
売
し
、
そ
の
売
上
の
半
額

を
子
ど
も
た
ち
の
森
林
環
境
学
習
に
役
立

て
て
頂
け
る
よ
う
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

み
な
さ
ん
！
是
非
「
森
の
感
謝
祭in

た

か
と
り2
0
0
9

」
に
足
を
運
び
、
大
胆
且

つ
繊
細
な
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
の
醍
醐
味

を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。 

C
L
U
B

会
員
の
募
集
や
カ
ー
ビ
ン
グ
体

験
も
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
会
員
の

半
数
以
上
は
、
カ
ー
ビ
ン
グ
を
す
る
た
め

に
初
め
て
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
持
っ
た
方
で

す
。
初
心
者
の
方
や
女
性
で
も
ス
グ
に
彫

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
よ
。 

僕
の
名
前
は
「
た
か

ぴ
ー
」
。
ド
ン
グ
リ
の

姿
を
し
た
森
の
妖
精

だ
よ
。
今
日
は
僕
が

一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
！
僕
も
こ
の

展
望
台
は
大
の
お
気
に
入
り
な
ん
だ
。 

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
秋
の
爽
や
か
な
風

に
吹
か
れ
て
木
々
の
揺
れ
る
音
を
聞
き
な

が
ら
「
ハ
イ
キ
ン
グ
で
思
い
っ
き
り
体
を

動
か
す
」
「
木
陰
で
の
ん
び
り
と
本
を
読

む
」
「
季
節
の
花
を
探
し
な
が
ら
散
歩
す

る
」
な
ど
色
々
な
森
の
時
間
が
み
な
さ
ん

を
待
っ
て
い
ま
す
ョ
。 

さ
あ
、
お
弁
当
を
持
っ
て
出
か
け
て
み

よ
う
！
そ
し
て
高
取
山
で
僕
「
た
か
ぴ
ー
」

を
見
か
け
た
ら
声
を
掛
け
て
み
て
ネ
！ 

森
の
中
で
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
！ 

多
賀
町
は
町
の
面
積
の
約
86
％
が
山

林
で
、
そ
の
豊
か
な
森
林
を
活
か
し
て

「
自
然
を
学
ぶ
」・「
自
然
を
遊
ぶ
」・「
自

然
を
感
じ
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

平
成
7
年
に
公
園
が
開
園
し
た
ん
だ
よ
。

広
大
な
森
林
の
中
に
あ
る
公
園
の
広
さ

は
86

ha
、
公
園
の
中
核
エ
リ
ア
に
は
バ

ン
ガ
ロ
ー
な
ど
の
宿
泊
施
設
の
ほ
か
、
ピ

ザ
や
パ
ン
が
焼
け
る
「
森
の
か
ま
ど
」
や

ロ
グ
積
み
の
「
森
の
ス
テ
ー
ジ
」、
「
芝
広

場
」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
施
設
も
あ
る

し
、
木
製
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
人
工
そ
り
ゲ

レ
ン
デ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ
ト
な
ど
の

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
も
点
在
し
て
い

て
、
自
然
を
感
じ
な
が
ら
楽
し
め
る
公
園

な
ん
だ
。
中
で
も
公
園
内
の
遊
歩
道
の
総

延
長
は
約
９
km
に
も
な
る
ん
だ
！ 

高
取
山
山
頂
（
標
高

6
1
1
.6

m
）
へ

は
初
心
者
の
人
で
も
遊
歩
道
を
利
用
し

て
90
分
程
度
で
登
れ
ち
ゃ
う
し
、
山
頂
近

く
の
展
望
台
か
ら
は
近
江
八
幡
か
ら
長

浜
ま
で
の
湖
東
平
野
と
琵
琶
湖
が
見
渡

せ
、
お
天
気
が
よ
け
れ
ば
湖
西
方
面
ま
で

２００9．春号
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高
取
山 

ふ
れ
あ
い
公
園

CLUBまたは「森の感謝祭」の詳細やお問い合わせは 
ＨＰ  http://www.takatori.cc/ 
Mail    takatoriclub@hotmail.com 

 TEL 0749-49-0029（大滝山林組合 樋栄・田中） 

２００９．秋号

Vol.１ 

住
ん
で
い
る
多
賀
町
「
高
取
山
ふ
れ
あ
い

公
園
」
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

◎
「
た
か
ぴ
ー
」
か
ら
の
お
知
ら
せ
◎ 

☆
さ
く
ら
ま
つ
り
（
4
月
）
約1

,0
0
0

本
の
桜
が
と
て
も
き
れ
い
だ
よ
！ 

☆
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
（
6
月
）
「
さ
さ
ゆ 

り
」
が
咲
く
こ
ろ
に
開
催
さ
れ
る
公
園 

最
大
の
イ
ベ
ン
ト
！ 

☆
森
の
運
動
会
（
10
月
）
森
の
恵
み
で 

大
運
動
会
！ 

人
工
そ
り
ゲ
レ
ン
デ 

高取山ふれあい公園 
〠522-0335 犬上郡多賀町藤瀬1090番地 
Tel  0749-49-0635   fax 0749-49-0637  
HP http://www.tagatown.jp/takatori/ 



 

平成２１年度「びわ湖水源の森づくり月間」   

～イベント情報～ 

滋賀県では、琵琶湖と私たちの暮らしを支える森林を県民協働で

守り育てるため、「琵琶湖森林づくり条例」において１０月１日を

「びわ湖水源のもりの日」、１０月を「びわ湖水源のもりづくり月

間」と定めました。県民の皆様および琵琶湖下流域の人々に、森林

のもたらす恵みについての理解と関心を深め森林づくりに積極的

に参加していただくよう、「びわ湖水源のもりづくり月間」を中心

に県内各地で様々な森づくり活動のイベントが開催されます。 

森づくり活動初心者の方でも大歓迎です。森づくりに興味のある

方の参加をお待ちしています。 

詳しい内容については、 

中部森林整備事務所（℡０７４８－２２－７７１８） 

までお問い合わせください。 

 平成 21 年 4 月、湖東エリアと東近江エリアを所管す

る事務所として「中部森林整備事務所」が誕生しました。

ニュースレター「もりん・ちゅ」も紙面数を増やして名前

も新たに、祝！☆☆リニューアル創刊☆☆ 

これからも楽しい情報をお届けします。（太田） 

道具で季節を

感じるものは

あまり無い。し

かし、鎌に限っ

ては『夏』であ

る。草が生い茂

り、蝉の鳴く暑

～い夏こそ鎌

の出番だ。長鎌

（大鎌）を使っ

た下草刈りな

どは炎天下の

作業であり、

「長鎌を見るだけで汗が出る」という人もいるくらいだ。

 鎌には非常に沢山の種類がある。元々使い易い形であっ

たものを、様々な人が、様々な場面で、より使い易いよう

に改良してきた結果である。すなわち、鎌は非常に沢山の

人に使われてきた道具なのである。温暖かつ湿潤な気候の

日本では、毎年夏には草が伸びるため、鎌は必要不可欠な

道具であった。豊かな自然は道具も育んでくれる。 
無数の仲間達が口を揃えて言う 
― 草の茂る夏が好き ――  （コラム担当 ガ）

鋸（のこぎり） 

漫画・オノミユキ 

B 

今から２１年後の滋賀県ってどうなっているんでしょう？このままいったら A？そ

れとも B？どちらに進むかは、今の私たちの選択にかかっているのかも？ 

A 

鎌（かま） 

１０月３日（土） 

第４回森づくり交流会ふれあいフェスタ２００９ 

場所：近江富士花緑公園および滋賀県森林センター（野洲市）

内容：周囲に森林が広がるみどり豊かな環境の中で、体験・ 

展示・販売など、森林・林業および木材利用の魅力を 

実感していただける多数のイベントを行います。 

１０月２４日（土） 

「きぬがさ山」里山の雑木林の手入れをします 

場所：東近江市五個荘石馬寺町 

内容：実際に山の道具を使って、森を元気にする間伐作業を 

実施します。間伐した木の枝葉を落としたり、玉切りに

したり、間伐した後の森をきれいに片づけるお仕事も 

あります。 

１１月８日（日） 

もりの楽しみ方・散策とおやつ作り 

場所：高取山ふれあい公園（多賀町） 

内容：おいしい空気を吸って、ゆっくり体を動かして、秋の 

森林の中を楽しく散策します。疲れたあなたの体と心を

癒してくれるはずです。森林散策の後は、炭火でパン 

作りを行います。 



 

 

 

琵琶湖森林づくり事業 特集！ 

木の香る淡海の家推進事業 

木材の地産地消を進めるため、県内に住宅（新築・改築）を建てる方に一定金額を助成します。また、耐震・ 

バリアフリー改修を行う方にびわ湖材の補強用製材品を無償提供します。 

びわ湖材とは？…滋賀県内の森林で合法性と持続可能性に配慮して伐採され、滋賀県内で製材された 

木材です。県の「びわ湖材産地証明制度」により合法性が証明されています。 

新築・改築する場合 

 助成対象者 県内で建設業を営んでいる大工さんや工務店など 
助成の条件 

 ①木造軸組工法で、「滋賀らしい環境こだわり住宅整備指針」 
に基づいた住宅であること。 

 ②構造材などにびわ湖材を一定量以上使用した一戸建て 
専用住宅であること。 

 ③県内に、自ら居住するためのバリアフリーに配慮した 
長寿命住宅を新築または改築すること。 

 ④びわ湖材住宅の普及ＰＲのための住宅として活用する 
ことに同意すること。 

 ⑤主要構造材等は、県内で木材業を営む県産材取扱業者で 
製材されたものを使用すること。 

 ⑥建築基準法等の法令に適合していること。 

助成金の額 

区 
分 

一戸あたりの 
びわ湖材の使用量 

助成金額 備考 

Ⅰ ５．０ｍ３以上 
７．５ｍ３未満 

２０万円 構造材に２ｍ３ 
以上使用 

Ⅱ ７．５ｍ３以上 
１０．０ｍ３未満 

３０万円 〃 

Ⅲ １０．０ｍ３以上 ４０万円 〃 

募集期間および戸数 
   第３回募集 ８月１日～９月３０日 
   第４回募集 １０月１日～１１月１６日 
   予定戸数（１００戸）に達するか、予算の範囲を超える場合、募集を締め切ります。 

助成対象者 滋賀県住宅課が実施する「木造住宅耐震・バリアフリー改修等事業」に採択された住宅の所有者の方 
提供する製材品 びわ湖材（スギ・ヒノキ）。一戸あたり０．９９ｍ３以下とします。 
 （柱材）寸法は１０．５ｃｍ角と１２．０ｃｍ角で、長さは３．０ｍ 
 （平角材）幅は１０．５ｃｍと１２．０ｃｍ、厚みは３．０ｃｍと４．５ｃｍ、長さは３．０ｍ 

募集期間および戸数 平成２２年１月末まで、３０戸 
  予定戸数に達した場合、募集を締め切ります。 

この「木の香る淡海の家推進事業」は、滋賀県木材協会内

「県産木材活用推進協議会」が実施しています。 
お問い合わせは「県産木材活用推進協議会」事務局 
（電話０７７－５２４－３８２７）までどうぞ。 
ＨＰは http://www.biwa.ne.jp/~s-mokkyo/ です。

耐震・バリアフリー改修を行う場合 



 

‘琵琶湖森林づくり事業’って？ 
滋賀県では、平成16年度に施行された「琵琶湖森林づくり条例」に基づき、 

平成 18年度より県民の皆様から「琵琶湖森林づくり県民税」をいただき、 

「琵琶湖森林づくり事業」として様々な事業を実施しています。 

木製品利用促進事業 

この事業は、滋賀県で育った木材の利用を促進し森林資源の循環利用と地球温暖化防止のために、平成１９年度から始ま

りました。具体的には、公共性の高い施設（保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、および大学ならびに市町が運営

する施設）への木製品の導入に対して支援し、森林づくりにおける木材利用の重要性について啓発普及を図ることとしてい

ます。補助率が２／３以内という魅力もあり、大人気の事業です！皆さんご活用下さい！ 

＜補助金の概要＞ 

○事業実施上の考え方 

・木製品は、公共性の高い施設・箇所に導入し、県民が自由に利用できること。 

つまり、不特定多数の者が見たり触れたりできるものであること。 

（例）案内板、テーブル、ベンチ、棚、受付カウンター、遊具 

（例）集会室等の内装 

（物品の販売を行うなど営利を目的とする施設への導入は認めません。） 

・製品の主要構造部には、びわ湖材とその加工品を使用していること。 

・製品には、びわ湖材マークと琵琶湖森林づくり県民税を活用していることを明示すること。 

○市町等への補助 

・１事業主体の事業費は３００千円以上とします。 

・事業主体は、公共的施設の設置者。 

・補助率は２／３以内（補助金総額の上限５,０００千円／事業主体）。 

○注意点 次のものは対象外です。 

・特定の者が見たり、利用したりするもの 

・外見上、木製品だと認識できないもの・一過性のものの購入費および設置費 

・設置のための造成費、整地費、基礎工事費 

・既存品の解体費、撤去費、処分費 

・設置許可申請のための経費 

・国事業で対応可能なもの 

シンボルマーク 

これまでの実施事例より 

東近江市バス停のベンチ 日野町林業センターの会議机 


